
鏡山学区自治連合会・山科区役所が
国土交通大臣から表彰

令和元年度
第2回 山科区民まちづくり会議

を開催しました

市政懇談会が開催されました

山
科
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　１２月１９日、国土交通大臣から交通に関する環境改善への取組の成果が顕著である事
業者等に贈られる「令和元年交通関係環境保全優良事業者等大臣表彰」を、鏡山学区自
治連合会及び京都市山科区役所が受賞しました。
　受賞は、平成２５年に復活運行された鏡山循環バスの地域交通としての定着を目的とし
た様々な取組により、環境改善が著しいと高い評価を受けての受賞となりました。
　表彰式は、国土交通省（霞ヶ関）において執り行われ、鏡山学区自治連合会の役員の
方々、区役所が出席し、国土交通大臣より表彰状が授与されました。

問合せ 区まちづくり推進担当（☎592-3088）

　「第２期山科区基本計
画」の計画期間が令和２
年度末で終了すること
に伴い、現在山科区で
は、令和３年度以降のま
ちづくりのビジョンを示
す「次期山科区基本計
画」を策定しています。
　１２月２６日に「第２回山科区民まちづくり会議」を開催し
ました。「第１回山科区民まちづくり会議（７月開催）」等で
の皆様からの貴重なご意見を踏まえて、「次期山科区基本
計画」の中心となる７つの基本施策を事務局より提案し、７
つの基本施策や取組等について自由闊達な議論が交わさ
れました。
　今後も山科区民まちづくり会議をはじめとして、広く区
民の皆様のご意見を募りながら、「次期山科区基本計画」
の策定に取り組んでまいります。

　１２月１９日、区民と市政をつなぐパイプ役と
してご活躍されている山科区市政協力委員
連絡協議会の各学区会長と門川市長との懇
談会が開催されました。
　懇談会では、山科区市政協力委員連絡協議
会会長会の内海敏代表が、「山科区は、環境や
安心・安全など地域力を活かした取組がたい
へん盛んな行政区です。これからも、私達会
長会がリーダーシップを取り、区民の皆様とと
もに取り組んでまいりたい。」とあいさつをさ
れました。
　また、門川市長からは、日頃の取組や活動に
対する感謝と、市政の発展に向けたより一層
の協力の呼びかけがあり、その後、門川市長と
参加者との活発な意見交換が行われました。

問合せ 区まちづくり推進担当
（☎592-3088） 問合せ 区総務・防災担当(☎592-3066)

　第25回参議院議員通常選挙において、明
るい選挙の推進に積極的に取り組み、その
活動の功績が顕著であると認められ、総務大
臣表彰を受賞されました。

問合せ 区選挙管理委員会（☎592-3066）
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２
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山
科
盆
地
か
ら
東
山
を
見
上
げ
る
と
、
山
の

上
に
光
る
銀
色
の
ド
ー
ム
。
こ
れ
が
京
都
大
学

花
山
天
文
台
で
す
。
山
科
で
育
っ
た
方
は
、
小

学
校
の
校
外
学
習
で
訪
れ
た
経
験
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
こ
の
天
文
台
を
拠
点
と
し
て
、
青
少
年
へ
の

理
科
教
育
や
市
民
の
生
涯
学
習
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
山
星
空
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
顧
問
、
黒
河
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。「
活
動
を
始
め
た
の
は
２
０
０
６
年
か
ら

で
す
。
そ
れ
ま
で
天
文
台
で
は
年
に
1
回
一
般

公
開
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
参
加
者
か
ら
は
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
京
都
大
学
の
教
育
研
究
施
設
と
い
う
性
質
上
、
一
般
公
開

の
た
め
に
動
け
る
ス
タ
ッ
フ
は
限
ら
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
の
で

す
。」
黒
河
さ
ん
は
当
時
花
山
天
文
台
の
台
長
。
２
０
０
６
年
3
月
に
退
職
す
る

と
、
天
文
台
を
活
用
し
て
一
般
向
け
に
観
望
会
を
行
う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
年
に
6
回
の
観
望
会
、
2
回
の
講
演
会
、
そ
し
て
岐
阜
県
に

あ
る
飛
騨
天
文
台
で
観
察
を
す
る
2
泊
3
日
の
ツ
ア
ー
を
2
回
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
観
望
会
は
毎
回
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
る
人
気
ぶ

り
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事
長
、
西
村
さ
ん
は
「
昨
年
か
ら
山
科
“
き
ず
な
”

支
援
事
業
の
補
助
を
受
け
、
山
科
ア
プ
リ
で
告
知
し
て
い
る
成
果
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
山
科
区
民
の
方
の
参
加
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。」
と
の
こ

と
。
と
は
い
え
天
文
台
は
山
の
中
に
あ
る
た
め
に
、
夜
間
の
安
全
面
の
確

保
や
送
迎
手
段
の
用
意
な
ど
、
運
営
に
は
苦
労
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
苦
労
を
し
て
活
動
す
る
原
動
力
は
「
太
陽
、
月
、
惑
星
な
ど
は

身
近
な
存
在
で
す
が
謎
も
多
く
、
天
文
学
は
自
然
科
学
の
入
り
口
と
し
て

適
し
て
い
る
の
で
す
が
、
教
え
ら
れ
る
教
員
が
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
あ
ら
ゆ
る
方
々
に
、
天
文
学
に
触
れ
て
い
た
だ
く

機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
宇
宙
は
美
し
い
し
神

秘
的
。
星
空
の
も
と
観
察
し
て
い
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
よ
。」
と
西
村
さ

ん
。
西
村
さ
ん
は
洛
東
高
校
で
教
員
を
し
て
い
た
14
年
間
、
夏
休
み
に
希

望
す
る
生
徒
を
募
り
天
文
台
で
研
究
す
る
活
動
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
ち
ょ
う
ど
昨
年
12
月
、
今
年
6
月
と
部
分
日
食
が
短
期
間
に
連
続
す
る

の
で
、
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
活
動
に
力
を
入
れ
る
そ
う
で
す
。
次
回

の
部
分
日
食
は
10
年
後
な
の
で
「
今
年
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
よ
。」
と
の
こ

と
。
ぜ
ひ
花
山
天
文
台
の
観
望
会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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花山天文台の観望会について詳しくは… 花山星空ネットワーク 検索
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